
北原健二：眼科診療プラクティス 66「色覚の考え方」 

田邊詔子：眼科診療プラクティス 66「色覚の考え方」より  

仮性同色表の原理 

色覚検査表は、数字と背景に色覚異常者に見分けにくい組み合わせの色が使用されている。 

正常色覚では、色相環の反対側に位置する補色が最も色の差が大きく識別しやすい。 

先天色覚異常では、補色関係にある色同士に対しても色の差が小さく感じられ、ときに判別困難なことがある。

この判別困難な２つの色を結ぶ軸が「色（色相）混同軸」と呼ばれる。 

先天色覚異常では、この混同軸がどこにあるかによって、先天赤緑異常、先天青黄異常に分類される。 

 

＊正常と異常という語句は好ましくないが、便宜上そのように記述します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先天赤緑異常のうち第１色覚異常と第２色覚

異常では多少混同軸が異なる。 

色覚異常ではこの混同軸上にある色の組み

合わせが利用されている。 

 

第 1 異常 
赤寄りと青緑が混同する 
この２色が圧縮されて 
色立体模型の中央縦軸で

あるほぼ灰色に見えると
考える 
 

第２異常 
緑寄りと赤紫が混同する 

この２色が圧縮されて 
色立体模型の中央縦軸で
あるほぼ灰色に見えると

考える 

 

 

色感覚の模式図 
正常では円形（左）の色相環が、第１異常、第２異常では→の方向に圧縮される。 

色覚異常の場合、殆ど→が接近し、一直線になる 
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青 青 

黄 

田邊詔子：眼科診療プラクティス 66P6 図 4 
 

１型・２型     ３型 

田邊詔子：眼科診療プラクティス 66P6 図 7に加筆 
 

第一・第２ 
補（反対）色関係にあ
る色は全て等間隔で
ある。 

青・黄色以外  

  は近い。 

北原健二：日本視能訓練誌第 32巻 P5図 8 
 

北原健二：視能学 P75 図１ 原沢佳代子：視能矯正マニュアル P42  
 

色立体 模式図 
 

明 
 

暗 
 

高 
 

低 
 

 

赤 
 青 

 紫 
 

 明
度 

彩度 
 

中央の軸
は無彩色 

 



 

仮性同色表の判定 

消失型：正常者は読めるが異常者は読めない表 

変化型：正常者と異常者で読み方が異なる表 

隠蔽型：正常者に読めず異常者に読める表 

（分類型）：protan と deutanを分ける表 

                 

例）石原表 

 

 

                            

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デモンストレーション用 
読み 

正常：１２ 

異常：１２ 

 

読めない場合 
・検査の意味が理解できない 

・強度の視力、視野障害 

・心因性視覚障害、詐盲 

色覚異常以外の要因の鑑別 

 

 

正常者の似た色 正常者の似た色 
異常者の似た色 異常者の似た色 

変化型：正常者と異常者とで異
なった読み方が予測される表 
読み 

正常：５ 

異常：２ 

 

 

似た色：黄緑と緑 を数字と感じる・・・５と読む 
正常者  
      似た色：橙 と赤 を背景と感ずる 

似た色：赤 と緑 を数字と感じる・・・２と読む 
異常者  
      似た色：橙 と黄緑を背景と感ずる 

隣接する色も間違うが・・・ 

数字と背景は正常者の場合、それ
ぞれ色相の似た色どうしの組み合
わせである（色相環の隣の色） 

多分、数字に見える赤と青緑はほぼ灰色、背景
に見える黄緑と橙は黄色みがかった彩度や明
度の違う灰色 (黄緑は緑＋黄、橙は赤＋黄の
混色だが、緑と赤は灰色に見えることと赤と青
緑よりは中央から離れている) との差で数字を
読んでいると考えられる。 

田邊詔子：眼科診療プラクティス 66 P7図６ 

 

北原健二：日本視能訓練誌第 32巻 P5図 6 
 

田邊詔子：眼科診療プラクティス 66P6図 4 
 

赤字の説明はパンダ

の考えが多く入ってい
るので了承願います。 

田邊詔子：眼科診療プラクティス 66P6図 7に加筆 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消失型：正常者に読みやすく、異常者に読

みにくいと予測される表 

色混同軸上の補色関係にある色の組み合

わせで数字と背景が構成されている 

(基本的に橙と黄緑の一方を背景、他方を図

形としたもので、混同色でない第３の色（青・

黄）を不規則に散在させて幻惑させる)    

読み                      

 

正常：６ 

異常：？ 

 

(分類型)：第１異常と第２異常に分類する表 

 

色混同軸上の補色関係にある色の組み合わ

せで数字と背景が構成されている 

（但し石原表は分類には使用しない） 

読み 

第１異常：２ 

第２異常：４ 

背景： 灰色 

数字： 赤橙        赤紫     

   第１は見えない  第２は見えない 

 

 

 

背景 暗い黄緑 数字赤橙 

 

隠蔽型：異常者に読みやすく、正常者に読
みにくいと予測される表 

色混同軸上の補色関係にある色の組み合

わせで数字と背景が構成されている 

（背景と図形に別々の混同色を使用し、正常

者には色の差が目立って図形が見えない。 

異常者には別の混同色であるので、２色で

できているように見えて図形が判る） 

読み 

正常：？ 

異常：４５ 

灰色 

多分 全て黄色味かかった灰色に見える 

背景 黄緑・橙→多分（黄色かかった）明度の高い灰色に見える  
 

数字 橙（赤に近い）・緑（暗い）→多分明度の低い灰色に見える 

 

第２が見えにくい 第１が見えにくい 

余談）パネル D－15 は明度・彩度を変えずに除々に色相を変える。青→緑  紫→赤  第１と第２では赤と緑の

混同軸がずれるので狭間となった色があった場合、隣の色の方が近い場合がある。それが横断しない線となる。 

   

以下の図は北原健二：日本視能訓練士協会誌第 32巻 P5図 8、図 9、P6図 10に加筆 

圧縮 



程度判定は可能か？ 

 

 

 

１． 判定される程度が検査表によって異なる場合が多い 

２． 仮性同色表を判読する能力に、色覚異常の強弱とは無関係な個人差がある 

３． したがって、練習効果がある 

   

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仮性同色表の目的 

色覚異常の疑いのスクリーニングである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不可能 

正常 色覚異常 

 

正常の色感覚では「５」の方が「９」より 

背景との色の差が大きい。 

 

 

 

 

異常色覚の色感覚では「５」と「９」の色が

ほとんど重なって区別が無意味になる。 

ということは、彩度は変化させても圧縮す
るので区別つかないということとなる。 
色を区別させるには明度で操作するか 
又は圧縮しない方向の色相とするべきで
しょうね。 

こっちも重なる
が、こっちも！ 

全部凝縮され
るので 

東京医大表の程度判定表 田邊詔子：眼科診療プラクティス 66P9図 1に加筆 

 



北原健二：視能学 P８１より  

 

誤認しやすい色 

 先天赤緑異常    くっつく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

色立体模型で考えること！！ 

 

誤認しやすい色  視能学 P81 より 

① （鮮やかさの低い）赤と緑 
圧縮方向であり、その上彩度が低く中央(灰色)に益々近い色 

② オレンジと黄緑 
ほぼ圧縮方向の色 

③ 緑と茶色（茶色はオレンジ色の彩度と明度が低い色） 

緑とオレンジ色はほぼ圧縮方向であり、彩度と明度が低いので益々 

中央（灰色）に近い色 

④ ピンク（ピンクは赤の明度が高い白に近い色）と白又は空色（空色は 
青の明度が高い白に近い色） 

     ピンクと空色はともに明度が高く、明度が最高に高い中央の白に近い色 

⑤ 緑と灰色（灰色は中央の色） 
緑は圧縮方向の中央の灰色に近い色 

⑥ 赤と黒 
日常にある赤は明度が低く、圧縮方向の明度が最高に低い中央の黒に近い色 

⑦青と紫 
ほぼ圧縮方向の色 

 

すなわち誤認しやすい色は？(パンダの考え) 
青・黄色付近以外であること。 

緑・赤付近の明度（高さ）が似ていて彩度があまり高くない（中心付近）色全て→中心の無彩色に近いから 

緑又は赤付近の彩度があまり高くない色（中心付近）と明度の似た無彩色（黒→灰→白など） 

混同軸で明度（高さ）（彩度方向は凝縮するので；ただしあまり離れすぎると判る）が似た色 

色相環の隣の色（これは明度と彩度が同じで色相が違う） 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑系 

赤紫系 

接近し、似た色と感じる 

色相環の隣同士も似た色 
（これは正常者も同じ） 
その上矢印の幅の近い色 
色覚異常者は、楕円の矢印の幅位 
近い色は似た色に感じる 

橙 

紫 
青 

黄緑 

 

灰 

隣同士の色と圧縮方向の色が似た
色と感じるね！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  
 

 

 

 

 

 

色相配列検査は色相環の圧縮して

いる色の組み合わせどうしで構成さ

れていると考えていいね！ 

 

中村英樹：眼科ケア vol.20P32 
 



 

色覚異常者にも見やすいスライド使用色 
岡島修・中村かおる：眼科診療プラクティス 66 P31 

 

 


